
研究機関で雇用する特別研究員-PD 等の育成方針 

特別研究員制度の目的は、優れた若手研究者に、その研究生活の初期において、自由な発

想のもとに主体的に研究課題等を選びながら研究に専念する機会を与えることにより、日本

の学術研究の将来を担う創造性に富んだ研究者の養成・確保に資することである。

山口大学においても、上記目的に沿った若手研究者の育成は学術研究を持続的に発展させ

ていくためにも、重要であると考える。本学では「明日の山口大学ビジョン 2030」の研究ビ

ジョンにある「若手研究者が研究に専念できる環境づくり」「高度な技術で、より研究しやす

い環境に」「誰もが研究の設備が使える環境づくり」を目標とする研究環境づくりを行う。そ

の環境のなかで、自発的な発想にもとづく個性的・独創的な研究をはぐくみ、旺盛な知的探

求心の活性化につとめ、地域や社会の要請に応じた新領域の開拓、また国際的な視野を持て

る人材育成を行っていく。

また、女性研究者の育成にあたっては、出産・育児等のライフイベントを考慮し、研究活

動との両立支援の充実を図る配慮を行い、女性研究者が活躍できる環境のなかで、その能力

を十分に発揮しつつ研究活動を行ってもらう。

〇山口大学における取組（予定）

①若手研究者育成に関する取組

・研究者間の異分野交流を通して、学際的な研究拠点の形成につながる「山大研究者トーク」

の実施*
・研究者育成セミナーの実施（プレゼン資料作成や研究室運営など）*

・学内の知り合いづくりを応援するプロジェクト「山大 100 人論文」（研究・事業紹介を行い、

見る側がコメントすることで、分野を超えた研究者同士の交流を行う）

*地方協奏による世界トップクラスの研究者育成（HIRAKU-Global）関連事業

『自分の研究室を運営し、学生を育てつつ、さまざまな分野の国内外の研究者と連携し、独自の研究感性

を磨き、世界でもユニークな研究を牽引していくことができる研究人材』の育成を目指す事業

②研究環境に関する取組

・ＵＲＡによる各種支援（研究資金獲得のためのアドバイス・申請書のブラッシュアップ等）

・科研費採択に向けた支援（ブラッシュアップ・不採択の場合の研究費支援等）

・英文校閲費用支援

・論文投稿料支援

・最適な研究設備・機器の利用（研究機器共同利用）

・研究機器利用サポート制度（利用料金支援）

・競争的資金、研究助成金等の情報提供

③女性研究者に関する取組

・研究補助員制度（学生による研究補助）

・夏季冬季長期休業中の学童保育



・病児保育施設等利用助成制度

・遠距離介護支援制度（法人契約を行っている支援団体による代行支援等）

・カウンセリング相談制度



「山口大学ビジョン 2030」「明日の山口大学ビジョン2030」








